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リハーサルマーク Bからはくじゅげむ③〉 のフレーズ

で、 M1からの派生モティーフM3を第11小節目から第

13小節目まで持続させている(譜例 4)。 このM3は音

程の幅が広く、長 7度の中で動く O それに対して第14小

節目から第15小節目の新たなモティーフM4は音程幅が

狭く、細かなシンコペーションによるアクセントがあり

凝縮した律動感がある O これにはくじゅげむ④〉のフレー

ズが与えられている (譜例 5)。
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くじゅげむ〉の全丈は以下の通りで

内竹自日次野草

フを形成している。
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(①~⑦までのナンバーリングは、楽曲分析上における

モティーフの分類に対応するものである O なお、以下の

分析で曲中の各旋律と①~⑦までの対応に関しては筆者

の独自の判断であることを申し添えておく 。)

第15小節目の後半“ ・・ しゅーりんがん"の句を受け

て、第16小節目から第17小節目にM4から派生したモティー

フM4'がくじゅげむ⑤〉 のフレーズを引き継ぐ(譜例

6)。

[導入部J(第 l小節目 ~第4小節目)

アウフタクトでトムトムの連打から開始され、第 1小

節目のスネア ・ドラムのリズム中に①のフレーズがアク

セントを伴って暗示されている(譜例 1)0 

(譜例 6) (譜例 1) 
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リハーサルマーク Cに入り 、第18小節目から第19小節

目の“・・ぐーりんだい"を受けてのさらなる派生モティー

フM4"がくじゅげむ⑥〉 のフレーズを繋いでいく (譜

例7)0

ぐー

[主部、AJ (第 5小節目 ~第33小節目)

リハーサルマーク Aから始まる主部では、まず くじゅ

げむ①〉のフレーズが3小節間提示される(モティーフ

1、以下M 1 . .と略する)。 ここでのモティーフの特

徴は陰旋法の音階を軸に 4度跳躍、 2度の{奇音的進行、

そして 3度進行等の音程的特徴、さらにはシンコペーショ

ンを含むアクセントの配置がまず挙げられる(譜例 2)。
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(譜例?)

州事

そして最後のくじゅげむ⑦〉のフレーズを第20小節目

から第22小節目で締めくくる (譜例 8)。
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第8小節目から第 9小節目は 3拍子に変わり 、新たな

モティーフM2としてくじゅげむ②〉 のフレーズに対応

させている(譜例 3)。
ちょう すけ

リハーサルマーク Dからは主部Aの結尾として、 リズ

ムパートのアンサンブルを中心に進められる O むろん官

頭の導入部と 同様の①のフ レーズが中に潜んでいること

は言うまでもない。
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全日本吹奏楽コンクール課題曲研究 課題曲mr吹奏楽のための締想曲 「 じゅげむJ ~ に関して

[中間部、 BJ
リハーサルマーク Eからの中間部では、まず第34小節

目から第41小節目までの 8小節のフレーズが提示される O

冒頭 2小節のモティーフM5が軸となってM5'、M5"

と変化を重ね、第40小節目アウフタクトから第41小節目

のM6でフレーズを収めている。なおM5は主部Aでの

M1中にある音程が土台となって出来ている(譜例 9)。

(譜例 9) 
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リハーサルマーク Fからは中間部のクライマ ックスを

形成する部分で、ここではM5からの派生モティーフが

変化を伴って反復する (第42小節目 ~第43小節目、第44

小節目~第45小節目、第46小節目 ~第47小節目 )(譜例

10)。

(譜例10)
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リハーサルマーク Gからは、まず、第48小節目から第52

小節目でM6を使ってクラ イマ ックスのエネルギーを減

衰させるためのタイミングをつくる (譜l7U11)。第53小

節目から第55小節目は、中間部Bの結尾と再現部A'へ
のブリッジを兼ねている。

(譜例11)
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リハーサルマーク Hから再現が始まる。打楽器の組み

合わせ等の差異はあるが、基本的にくじゅげむ①〉 のフ

レーズが4小節間アンサンブルされる。

第60小節目から本体に入札 くじゅげむ①~⑦〉のフ

レーズはここから全てが再現される。変化としては楽器

コンビネーシヨンを後半のテュッティに向かつて密度を

高くしているところである。
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リハーサルマーク Kよりコーダとなり、再び打楽器ア

ンサンプルの導入部があり、リハーサルマーク Lからコー

ダ本体となる。第83小節目からは第 5小節目と同様の楽

器コンビネーションで入札 くじゅげむ①、②〉のフ レー

ズが再登場するが徐々に断片的となり、リハーサルマー

クMからは中間部直前の第32小節目で使用したモティー

フ (譜例12)も登場し、様々なリズムが混在する O 最後

の2小節 (第98小節目~第99小節目)で、 くじゅげむ

じゅげむ ごこうのすりきれ〉を言い切って曲を閉じる。

(譜例12)

了幸一~鼻 ~一ーへ

(文責 :草野次郎)

紀要2012.3 (竹内担当分)

E 金管パー卜に関して

(文中、音名に関してはドイツ音名で、和音に関しては

コードネームをアルファベット表記することとする)

1 )調号と使用されている音に関して

全てのパートにおいて調号が全く記載されていない。

使用されている音を調べてみると、中間部分を挟んだ前 ・

後半部分は、 B，C， D b， E b， F， G bの 6つである O で

あるなら、 C調の楽器群には bを5つ付し、 B調の楽器

群は bを3つ、 F調は bを4つ、 Eb調には bを2つ付

すべきである。同じように中間部分を見てみると、 C調

の楽器群には bを1つ付し、 B調の楽器群は非が 1つ、

F調はゼ口、 Eb調には特を 2つ付すと 読譜が容易にな

ると思われる O

中学生、とりわけピギナーは「臨時記号は、同一小節

内有効」という原則を、よく見落とす傾向にあるといえ

る。前述のように調号を付すことにより、その臨時記号

の見落としを避けることができると考える O であるにも

かかわらず、調号が付されていないのは何故であろうか?

そこには 2つの理由が考えられる o 1つは調性が明確で

ないこと (中間部分は調性があ る)、2つは調号の数が

5個と多いので中学生達にとって難解であること O とり

わけ、前者の理由が大きいと考えられる。

全曲を通して、 金管群の各パートの最低音と最高音は、

次の通りである (括弧内の数字は最低音から最高音まで

の音程の度数である)0 Tp.はA-Gb (14度)、HrはF

C (12度)、Tb.はF-Gb (16度)、Euph.はB-F (12度)、

Tuba はB-D (10度)、そしてC.Bは F-D (13度)で

ある。

上記 2点(曲中に使用されている音、それらの中で最

低音と最高音) を踏まえた上で、金管楽器のセクシヨン
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